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緒論研究の目的

さきに我々は陥妹編に於て急性膿胸に対する一次的

閉鎖療法が従来の開放性療法に比して良結果を得る事

実を述べ恐らくこれは膿汁の徹底的排徐と体液の喪失

並に二次感染の防止にあり，而もその結果が肝機能

（主として糖負荷試験による）により或る穂皮指示し

得るものならんと述べた．

木繍に於ては実験的に家兎に膿怖を惹起せしめてそ

の肝機能障碍の程度を系統的に検索して木照治げ｝士hれ

が何辺にあるかを肝滋飽より検し，来して肝滋能が本

療法の効果を指示し得るものなりや，町こt土木療！J:n

適応決定の指標ともなり得ないかを吟l守こした．けだし

肝臓は吾人の体内に於ける最大の腺被穏あり，各種の

新陳代謝に重要な役割を演ずるのみならず，生命の維

持：こ必須な各河以殺を司り，叉病態生理学的に肺臓及

び肝臓は吾人の循環系統に対して極めて緊密な関係を

有し，湿性肋膜炎等に際しては肝臓に白血を促してそ

の新凍代謝異常を惹起し，叉気胸に際、してはアゾJレピ

:YS排j世機能が障碍され，此にカンフJレの在日き強心淘l

を使用するときは該機能が良好となるとの木村の犬に

於ける実験があれ更に連続気胸時には肝細胞の沼凋

（古石）乃至は修血と同時に肝小禁中心部に脂肪変性

及び甚だしいときは像ヲEを来す（有馬）とさえ云われて

いる．而も岡は平圧関胸術では術後30分に於てはその

色素排世機能は障碍な受けず，却って昂進していると

云うのに対し，宮本は開放性気絢・時では肝の色素の排

池機能は閉らかに昂進するh'll:IJ膜腔を閉鎖して比を

閉鎖性気胸に移行せしめると肝色素枇佐機能の障碍が

現われると述べている．

更に膿胸に於てはその病原菌，或はその路沼腿毒素

の侵裂により有機体内諸臓器，わけても外国性並に内

因性毒素の侵害を殺りやすい地位にある肝臓に控霊能障

碍のあるのは理の当然で，既に金一上原はH点旧性膿胸

患者に於て，叉宮本は肺及び肋膜疾患々者並に実験的

に膿胸を惹起せしめた家兎に於て，イ可れも肝機能の陣

得されていることを証明していら．

li!O・ら膿胸患者の治療に際して，その手術的侵襲を断

行するに当つては，患者の手術に対する抵抗，殊に肝

機能の状態を室長Zかにすることが肝要－：， Duplessis u・ 

Barcnd ］.は肝機鎗障碍の穣皮によって膿胸患者の予

後そ判断するこ主が出来，治療方針の決定は肝機能検

査の結果にもとずいて行うべきであると さえ述べてい

’~ － 

殊：乙木療法；こ於ては広く開胸して胸E室内を徹底的に

洗綜するため，従来の Balau氏没等に比E ：て， その

手術的侵製が一見大であるかの如く見え，表弱の甚し

い患者に対してはその適応決定にi1うことが屡々ある

のでホ実験を企図した．

第I章実験方法

Al 膿胸作成方法

1906年 Noetzlが始めて家免の肋膜腔に24間肉汁培

養の葡萄球菌又は連鎖球菌 0.4～4,0ccを接種して，気

日向を有するものには凡て膿胸を作成し得ることを閉か

し，飯島：主此を追試して完全気胸家免で、は94.1%に胸

膜感染を起すことが出来ると述べた．併し我々の教室

では横田清推博士は家験的膿胸の作成を企て斯る方法

では菌住入24時間後は敗血症処見を示して死亡するも

のがあ り，真の膿胸の作成は不可能であることを指摘

し，自らは肝1由と共に菌液を駒E室内lこB＇入する ことに

よって必発的に腹胸を作成することに成功した（日本

外科室泊 17,1044，昭15.）.その後の宮木忍博士はグ

ラース池田氏の人工気胸装置により有肋膜H室内に20cc

の空気を注入して京町，＇， f'F＇，＼（，次に液状肝油 IOcc中

に黄色葡萄状球菌24時間肉汁培養 lOcc ( 1白金金耳

培養）を混和して此を気胸を作成した右肋膜腔内に乱：

射器で注入する方法により 7自国頃定型的急性膿胸を
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作成した．

我 々は先に述べた横田清雄N1ニI二c'.J方法lニ準拠じて気

胸を作ることなく，滅菌液状WI油lOcci.:.24時間寒天培

養， 資色葡萄球菌食塩水浮i佼 lee（その leeが烏潟沈

澱計1度目になる様調整したもの）を混和して此を家

濁した濠IJlii~ ？ j 60eeを証閉すら．

症例によってけ他側IJJJ膜l也心霊車内にも少量ーの！庶液

性善事出液を認める．

2) 7日目には右肋膜は厚い腿様腺維素苔で被 わ

れ，全体として限向性

免の5～7肋聞から右肋膜腔内に注入した．然るとぎ 状腺汁，約 20～lOecを認める.JiWI?モ翠1的な膿胸を

は表 1の如く次第に全身笈弱を来して体重は日を追っ 形成した状態である．

て減少し107J至2週間にて死亡する．此を剖検すると B) 手術方法

1) 菌注入後3～4日には肋膜は肥厚しその内面に i) 開放性療治

は厚い線維素苔が附着し腔内には線維素に富む虫え瀦 上記の方注により膿胸をな包せしめた家免（大体菌

表1 家兎膿胸n寺に於ける体＇T¥?£.:Iヒ並に剖検所見

｜ 体重（kg) I 
家兎番号l I I ' ' ' ! 苦ii

一一一哩竺主竺隆翌日色里旦~I後 4 ~i／竿？日日｜後 7 日 nj
見 作

川
サr

J
 

見

2.4 

注入~·~司死亡，右（~~腔内にプィヨヨシ様~汁25
ccを認め，1五型地腔Iλjにもi司1羨膿汁 lOecあり

6日「1死亡， ゐ胸腔！＇~＆び縫隔 ill~ 内に脂肪・1薬物
質及び膿汁光荷車，治：m；壊死となり肺正1~＇＊［［純を
認めず， ti.l.V4J腔には：；！＼＇：変なし．

3 fl fl 死亡，両111~膿胸を併発ナ．

3日円死と，右胸腔内lこプ 4司ン様膿汁充満ナ．
2生胸腔は正常なり．

4日「i死亡，右胸腔がJにプィヨン様膿汁SOccを
認む「・ ti.胸腔！;l:i勾II艮的に正常．

6日fl死亡， コfj~I旬腔l勾 iこプィヨ y様膿汁充満（60
ee), 級事仕事長塊あり， lli!J ＂ド~~：こ膿携を形成す．

右胸腔内両！助成線事fl：素物'i'［にて癒前しその1mに
プ4ヨン綴1釦1－光澗す．左胸腔1えぴ縦悶i同.l¥変
なし．

4日日死亡， 布切腔内に淡：•＇f色の膿汁と共に鶏
卵大の線制＂~長物 '.i!i. ~ を認む．左l胸腔内には20cc
の血性；参IHあり．

42 2.7 2.7 

5 2.7 2.7 

22 2.0 

35 2.7 

53 2.5 

21 2.9 

19 2.9 

26 2.7 

75 2.3 

14 2.5 

7 2.2 

8 2.3 

9 2.5 

13 2.6 

17 3.5 

25 2.7 

34 2.8 

1.9 

2.5 

2.4 

2.7 

2.5 

2.1 

2.4 

2.1 
7日[I死亡， 骨肉腔l勺l二日旨肋様物質及びプィヨ
ン様1断，.充満す．

2.3 
右胸院内，両肋膜事~制t素物質にて：癒消し，その

2.1 ｜問に収白色濃~塊並に \Ii＼＇褐色膿汁多1i（にあれ
日立と胸腔，縦陥i問にはミ可変なし．

右胸腔両即J膜線維素性に t~t前，多よ5・性となり，
2.3 ｜そのl句にH長泌色膿汁存す．縦¥Shii同l勾にも膿汁鴻

i官i し， t.~.胸腔門には血性穆ti: 泌を認む．
2.5 

2.7 2.S 

7日flの三f.jむ’l'f有胸腔内約 40ccの血性潤濁膿汁
並に糾！ ~fh ~t l ＼~を認む． 術後7日日死亡右胸腔内
両nJJif'史l!iiによk白膿苔ー而に附1ti'し，縦陥if司内に
ク リ ー ム fk llb~汁充満．左胸腔には若変なし．

右胸腔l付1：：.多万tの線車ft蒸物質充満しプィヨン様
膿汁45ee あれ縦附ifiY ’ I• にも膿汁を認、む．

右胸腔I付に伏色級車:If：素物質充満しそのfl日に血性
プ4ヨン機膿汁20eeあり．

右胸腔線制~＊物質， ii＼＇色眼11－充満し，メて胸院内
にも Seeの湾HH夜を認、む．

2.6 2.6 

3.4 3.3 

2.5 2.4 
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注入後一週間目）を固定台主に固定して，恵、側V--Vlll

肋骨聞の毛を切り 5%17(度丁幾で消毒， VIW肋間部

に約 3cmの皮膚切開を行い胸腔を用いて排膿｛込

ゴム管を挿入，此を胸墜に固定，ょをガーゼで被い以

後毎日級帯交換を行う．

ii) 一次的閉鎖法

上記同様に膿胸を惹包した家兎の窓側VI肋骨を約

3cm切除，開胸，排，嘘後，膿話事腔を生理的食盗・；］＼で

徹底的に洗糠，倉jを3層に縫合閉鎖し，以後日を追っ

て穿刺排液を繰返す．

C) 肝麟機能検査法

抑々肝臓の機~t51t複雑多岐に豆り故誇肝臓の一機能

の良吟を検して直ちに肝臓機詣の全貌を判断せんとす

るのは甚しく4妥当性を飲くのは勿論で，常にその白的

に適応した部分機能検査法をなるべく多数選択するこ

とが理想的であるが臨休的には出来る丈その数点：少く

その操作簡単にて効果的であることが必要で、ある．間

して我々の目的は主として所謂潜在性肝障碍め間川，

外科的侵裂に対する肝臓の抵抗の吟味にありまか Lる

目的から我 は々井上教伎の分類法（別表参照）に依り

一一
一肝臓疾患の予後併j定に応用しうる一i要機能険資

I 1 

血清コパノレト反応＇（附．血清カドミウム反応）

血清高Ln氏反応

ピFミYKi'l荷試験

チモール潤濁試験
ヨレステ Vv ・ソ・1レ反応，ケフアリ v ・コレ 2 テ 9y 

試験
血清総蛋白玉t，アルプミ y ・グロザリ γ比サマ（すイ グ
ロフリン・アルブミ yJ;t;t01) 

〔血清ピリルピン反応（定性iう己批） 尿グメリン氏反
応，緑色'lE!.汁〕

II E卜

尿ウロピリノーグン反応（定＇ f'I：，定iii:)負荷試験（処
罰~，ガラクトーぜ，色素）アソ’ Jレピン s,

サントニン酸曹；~；安息香酸fi；主
ヨレ見テリ y ・;i:.；＞..テル比主存（恥有＼（＂ニステレ－ [, ・Jjt) 

尿ミロ γ氏反応

〔臨休の準歩，~，；； 2 ~き， 80頁による〕

I群より血清コパJレト；及びカドミウム反応h E群よ

りへパトサJレファレ 4ン（以下B.S. P.と略記する）

J立ひ：見HIM負荷試験‘をえらび，叉組織学的検索をもこれ

と併行的に行つL.ROち

i B. S. P.負荷試験

家兎の耳青~.1永から体重毎 l<glOmg ，の割合に 0.5~o

Hεpatosulphalein （第一化学薬品株式会社製品｝水溶

液を徐々にお：入し， 5分， 10分， 15分，20分後に他側

耳静除から約 1.5cc採血して凝固をまって遠心沈澱を

行い，かくして得た血清、二1096者性曹達子夜 1滴を滴下

して育変したものをコマパラトー1レを用いて1票当き液と

対比比色して，各時矧に於ける血続中の色素濃度を測

3どしTニ．
ii) 血精ヨバルト及び同カ Vミウム反応

何れも笠一一藤田一岩野氏の原法に従い10本の試験管

番号 IよりXのJI原にま司薬（ヨバJレト反応では精製極化

ヨパIレトCoCI"2H,O で調製した 100mg/dl塩化コ

バノレト水溶液，カ，..ミウム反応、自主精製塩化カドミウ

ムC<lCL2.HsOを以て調製した lOOmg/dl水溶液）を

コパルト反応では 1.2ccより 0.3ccまでカドミウム反

応では 2.0ccより 0.4ccまで逓滅的仁採ーコた後， 各

々に7-li潔J］＼を注力日して全量を 5.0ccとなし， 次に溶

血を併わない可検血清を O.lcc宛各々添加しよく混和

した後，沸騰せる7］＼槽中に1075$15分間静置．

成績の判定は反応終了後第何番目の試験管まで凝固

沈殿が現われるかを以て判定爪準とし便宜上之をコバ

ルトfi；，芯では CORに試験管替号を添字として附記す

る．カド ミウム反応では試験管内の試薬量 (mg）を

10倍した数を CdRに附記して示した．

iii) 糖負荷試験

20%＇果糖を家兎体重毎活 2ccの割合に耳静詠から

注入し，注入前，注入後20分， 40分， 60分， 90分120分

時に他側耳静脈より O.Scc採血し， 此を Hagcdoln-

Jensen氏法により測定した．

iv) 組織学的検索

豊富死した家兎或は空気怪犠を起して殺した家兎の肝

を直ちにホルマリン固定して此を HcmatoxlinEosin 

染色により検索した．

第2章急性贈腕時の肝機能

I) 尿ウロピリン，ウロビリノーゲン，ミロン反応

先ず急性膿胸時に於て果して肝機能が障碍されるか

杏かを知るた：.＇，，肝機能検査中，最も鋭敏な反応と考

えられる尿ウロピリン，ウロピリノーゲン反応を検

し，なお尿ミロン反応をも併せ検した．
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表2 家兎膿胸時の尿ウロビリノーゲ γ，ウロピ Vy，ミロ y氏反応

－~番号｜ ｜何（勾）｜ウロピリノ－~~ウロピぷ｜ミロ議｜ 備 考

正常時 I 3.2 I 
20 ｜商法入後3日nI 3.2 I 十

商注入後7日nI 3.2 I + 
正常時 I 2.1 

31 1菌注入後3日日 1 2.6 

首位入後7日nI 2.s 
士
＋ 

士
7

7

6

－2
1

0

－9
7

5

 

n
G

内

L

η

4

－q
a
q
a
q
a

一
の
’
u
n
L

句

4

時
日
日
一
時
日
日
一
一
時
円
日

口
u

ロH
E

口
H

口
u
一

口

H

口
H

9
d

弓

d

－
qtu

勺

4

一
q
a

巧

4

常

後

後

一

常

後

後

一

常

後

後

入

入

－

入

入

一

入

入

注

注

一

注

注

一

注

注

正
菌
菌
一
正
菌
菌
一
一
止
菌
菌

内
凶

q

d

κ

u

q

u

q

a

q

δ

 

＋ト

＋ 

士
十

＋
H
廿

19 l:ttふ訓；：；
I :.ttA!3 日~I ：：~ 
＼：注入： 3日引 ；； 士

十

＋ 

21 

43 

結果は表2の如くである．

即ら何れもウロピリン，ウロピリノーゲン反応が湯

性となり，それも日を追って程度がI曽強するが，ミロ

ン反応は陽性を呈する迄には到らない．

伺ってその稼度を更に精査するため，先ずEト笑質の

機能を検した．

2) B. s. p~ 排准働能

i正常家兎の B.S. P. fl直

現在 B.S. P.試験の実施法並びにその正常限界に

ついては多種多様の見解があり，人聞の場合に於ても

大体 Helm及び Machella等の体重毎託Smg注射．

30分後採血0%を正常とする考えと Mateer等の体重

毎託Smg注射， 45分後採血， oq占た正常とする考え

の2つがあるが，体裕のノj、さし、家Jfliこ於ては体重毎砥

5 mgでは余りに少量で、著明な変動が認められ－）＂，叉

流血中からの排官L速度も早く Ingr;Jfirg·~r 等の云う対

数ctil線を作らず，大部分・の家民主に於・ca既lて20/)1埼で

十

十

｜二｜一一亡

I = I……亡
｜二｜…一亡

0となっている．依って我々は前記実験方法で述べた

如し体重毎妊 10mgを注射して注射後5分， 10分，

15分， 20分持の血清中の B.S. P.値を求めた．斯く

する時は正常家鬼に於ては表3に示す如くなり平均10

分時には 5 分・待。~（i, 15分時には更に%。。となってい

る．即ち15分，20分後には大多数に於て血殿中には色

素は言E拐されず，稀に15分値が5%以上となるものが

あるが（Nr.15, 16, is. 22, 26，），其の殆んど凡てが

同一条件下に膿胸を惹起せLめた翌日，或は2日後に

は死［’てし何れも潜在住描抗減弱のあることがわかっ

た．仰って我々は色素．注入後15分時に於ける血清中の

B. S. P.値をO，叉は痕跡稼度， （少くとも 3以下）を

正常と見倣して実験をす Lめた．

ii 際的内；二日Tる B.S. P.排白世機能

結果は表示した． ( .r、＇20図9図参照）

即ち菌性ー入 1日目， Fえは2日目， （重が防により 3日

目）に於ては却って耳l色素排准機能は充進し， その後
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表 3 正常家兎の B・S・P拐・祉機能

A 官t
B 宮F

I I B・S・P値 家物l~ s P 値

剣 士蹄 i体重体 容 ！~：入写！107.)-1157.)-:2竺I 側I 考i注入5分後J107.)-J 1s7.)-I 20分

5 lO 5 。 ｜ 商注入後4日凡附時

7 2.2 20 3 一号ー
。 19 2.9 18 B痕跡 O に糠負荷試験を施行後

死亡

8 2.3 15 5 。。
j¥'.f江：入後6日fi, 右胸

9 2.5 10 5 。。 21 2.9 40 10 。。腔内に空気 40ccを注

12 2.3 30 lO 。。 入後死亡

13 2.6 20 5 。。 23 2.7 40 10 3 話量跡

14 2.5 13 8 。。
2.7 20 5 

I I：注入後4日日， 柑

26 3 0 内1；：空気 40cc注入

17 3.5 13 3 。。 後死亡

20 3.2 15 5 痕跡 。 菌注入翌日死亡，縦隔

2<1 2.7 18 IO 。。 l8 2.2 25 l8 3 0洞， ft狗控内tこも膿汁

25 2.7 5 痕跡 痕跡

を認、む

15 

27 2.7 13 1 ~跡 痕跡 16 2.2 40 20 5 5右咋内へ金気初
注入 るのみにて死亡

22 12.0 35 18 5痕跡｜菌注入後3日日死亡

菌注入後3に日も日血死性亡穆， 
15 12.2 I 70 I 40 I I s I左胸腔内 出

液 6ccを認む

表 4 ぷ兎ft~~I向 11-i; ： こ ·iJ守げ る B ・ S·P排他機能

I I I B・s・ EH1 
家兎冒F号！ ｜体重（kg)j I I 

I I i注入後5分Ilo分 Ils分 I20分

！正常時I2.1 

5 i附注 入翌日i2.7 
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IJE 常 ll'r, 2.6 
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13 I 
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！商法入 7日 1JI 2.6 

,IE ・/;i・ l11j. 2.:i 

14 i悶注入後 3日lI 
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5 I o 
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正常時

爾注入後4日『l

｜正常時！
商法入後4日「l

19 

われない場合に於ても 2,3日で死亡する例が相当あ

る．

依って我々は更に糖負荷試験を行った．

3) 果糖負荷試験

成績は表5，図8に表示した．

即ち何れも菌注入後次第に血糖値が上昇するか，過

血糖面積が大となり，その正常値への復帰時間も遅延

し，糖処理機能も亦障碍されていることがわかった．

ri:lも此を B.S. P.排ii!!:機能と比較すると両者は大体

26 

3～4日目を経るに従ってその機認は障碍され只ごく

稀に（Nr.25Nr.27) 3日或は4日目に低下していた

機能が7日目に再び元進することもある．

市して15分時の B.$. P.値が5以上Eつ20分時の

値が3以とではその予後，いがい二で，此に種々の操作を

加えるか，或は斯ることをせずとも 2,3日筏に：Fじにす

るものが大多数である．

併し， B. S. P.値のみを以て予後を判定するのは

1;nJ・c, B. S. P.検査に於ては左程障碍ありとは思
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表5 家兎膿 胸時の果務負’荷試験

ト4 血g f.lHJ'ijl 後201l 後4川後6川fがり炎12(

備 515 

99 140 122 I 104 100 如 23.8

正常 時 2.6 1曲 146 130 I 1叩】曲回目

58 1菌注入後3日n 2.s 121 161 141 132 130 129 21.6 

. ＇菌注入後7日日 2.4 130 167 156 147 140 136 40.7 

11師悶｜町 106 102 99 29.6 

正常時1 3.o 1100 145 125 117 104 101 27.l 

59 ｜蘭注入後3日「i 3.0 川 199 1161 141 141 140 27.6 

菌注入後7日日 2.a 105 I 167 139 139 133 133 67.2 

師1i ¥E I ＼~γγI＼「円円円1日1ナ＼~~I ~r 
115 117 24.7 

3.0 : 103 i 139 122 105 】02 100 19.2 

63 1菌注入後3日n 3.0 116 185 160 160 146 119 74.7 

菌注入後7日fl 2.り 125 188 173 153 142 140 60.2 

142 135 100 99 95 25.7 

正常時 2.7 99 140 128 101 99 94 24.1 

64 
l…3 8 fll 2.7 145 198 152 147 146 144 21.2 

菌注入際7日rt 2.4 120 186 I 153 I 149 145 146 I 62.0 

88 118 100 89 86 19.6 

正 /Ir 九 時 2.2 97 138 115 97 99 14.3 

68 ｜菌注入後3日日 2.0 124 153 147 149 

菌注入後7日rt 2.2 207 330 310 262 205 185 97.8 

120 115 7.9 
Eミ

，、•；.

時 3.0 114 157 119 112 112 112 15.7 
76 ｜菌注入後3日n 2.8 132 196 161 133 130 122 31.9 

菌討：入後7日n 2.8 120 175 I 113 136 127 129 43.0 

I 99 135 119 ! 100 98 99 18.9 
JF. ＇；、l冒－; 時寺 2.6 102 142 127 J 104 101 101 22.3 

77 l菌ii：：入後 3日n 2.5 126 185 159 i 130 126 124 35.6 

繭注入後7日円 2.4 I 117 I 179 161 ' 141 137 135 59.8 

111 156 111 llO 28.3 
正常時i3.0 110 149 132 110 110 109 20.3 

85 
｜菌注入後 3日「＇I2.9 157 238 205 170 164 150 51.0 

菌注入後8日fl 2.8 126 188 159 157 134 : 132 50.l 

115 159 139 128 110 95 26.2 

61 150 129 108 104 103 24.1 

有首位．入後 3El fl 2.4 116 164 144 130 121 119 34.4 I菌性入後4日日死亡

' 117 121 115 114 28.0 

62 1IE 常時i2.9 llS 165 138 123 ll4 112 30.4 

l別仕入後3日！！ 2.7 121 191 149 132 127 125 35.7 I菌注入後3日n死亡
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101 99 10.7 

66 l疋常時l 102 134 llO 102 100 98 13.3 

菌it入後3日fl 188 228 215 188 185 180 22.3 I商投入後3日fl死亡

llO 181 lll 23.8 

84 170 l15 103 102 102 27.3 

商tlτ入後4日Fl 2.5' l16 167 139 124 120 120 31.0 

平均
正出時｜削：入後3日目！菌性入後7日fl
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ヒ昇率 100 129 135 

過糖而干i'i 100 176 269 
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平行して障碍されることを知った.li!nち何れの面から

するも肝契質の障碍が認められた．

4) コバルト及びカドミヴム反応

i 正常家兎に於けるコハルト及びカドミウム反応

lE常家馬に於ける CORCdR f直を求めた結果は表

B. S. P.負荷試験に於てもその15分値が5～ 8を示

し此等に膿胸を惹起せしめてると， その直後或は 2,3

日後に凡てが死亡し何れも前記同様潜夜性抵抗減婦の

あることが判明した．

6の如く CoRは6,CoRは12となった． 稀に CdR4

或は9,CdR 7を示すものもある，h 同時に施行した

iJ'Jって我々は CoR7～6;'CdRlO～12を以てそのE

常値と考えて実験をすい勺7ニ．

ii 膿胎］時のヨパ1レト1えし）、カドミウム反応
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結果は表I，図9に表示される如くコバルト及びカ

ドミウム反応の何れも，直後から左方反応陽性となり

次第にその稗慢を僧強した.Jrヒは闘注入により胸腔内

：こ7%/lh夜，＇'fl号ll11路市iしL:，ために血清中のアYレプミン

及びグロプリン（以下Al.GI.と略記す）比に変化を

生じた結果に加えて，肝実質降碍により肝臓に於ける

＊＇－•柚理主肉、恥哨吐い刷

、，L

c. 
C< ＂奇＂

ヨL 臨時 も 12 3 

λq, G 12 3 

＇＇＂＂＇•・冒 5 14 3 

，，吋冒7"1 5 12 3 

吟L＇陪＂＇体，河内 1 丸肱噌＇＇＇＂色
E。 ιa ?>Sp 

tら’す＂

正；；；..， b 12 3 

い＞£• も 14 5 

1"1•4 .. 』 14 5 

＇＂＇函寸・ H 2 lb 5 

I 4 

I~ ！ 主曲E I 7 t:l") 1114) 14n1 巾問ーー」'i'"'

UR 

蛋白生成機能も障碍され3 更に血祭 ALGI.比の変

動を摺強した Lめと考えられた．

いま正常家兎に肝油のみを注入して見ると結果は表

B図1に示す如く件入翌日には何等変化なく4日自に至

って初めてコバルト反ぴカドミウム左方反応が陽性と

なり，それも 10cc注入例より 30cc注入例に於てそ

囚
I c. 
I, "' 

I "'' 

の程度が強く，一方 B.S. 

P.排mt機能は 30cc注入

群に於て多少の障碍が見ら

れた．此の事実からすると

膿胸？埼コバルト＆びカドミ

ウム左方反応が陽性となる

のはまさしく胸腔内湯田液

瀦f留によりJill緊 A.GI.比

に変動を来した Lめであり

lll'i.＇.質＂＞ B.S.P.排投機能

地処刷機能の障碍は， E昔摺

膿毒素の峻収よるものが主

因をなしているが，又胸腔

内穆出液瀦精による圧迫の

ために起る循環障碍もその
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一伎を演じているものと思われる．それは肝静駄の下

空静脈への開口部には平滑筋隆肉があり，その収縮に

よって血流は遮断され，下空静詠の合流後間もなく右

心房に入るから右心房の内圧変化が肝静駄に影響する

るものも証明され，此は循環障碍による肝穆血のため

と考えてよい．

所見概括

ところ大であり，胸腔内穆出液瀦強により肺は勿論心 以上の所見から急性膿胸時には胸腔内瀦麿膿汁の毒

臓にも圧迫が及び当然，右心房の内圧充進を来して， 素の妓収により生体の外力に対する防禦反応として，

ために肝臓にも穆血を来すからである． 先ず月F実質細胞に一時その機能克進が認められ，その

更に此のことを確めるため組織学的検索を行うと， 後次第にその機能が障碍されて色素排il!t，糖処理機能

5) 組織学的検査 （恐らく蛋白生成障碍も）が犯され，又一方胸腔内に

何れも出血， 細胞浸潤が認められ Dissc氏腔拡大 穆出液の瀦潤した Lめに血清アルブミン及びグロプリ

を認め，瀦溜膿毒素による肝突質細胞の障碍を主とす ン比に変調を来し，コパJレト及びカドミウム左方反応

る病変に加えて肝内に著明な穆血を存在する事が認め が陽性となり，更に穆出液語審溜による肺，心圧迫のた

られたが，その他に時に Hepatose像をも併発してい めの循環障碍により肝実質細胞の機能障碍が場強され

表 9 膿胸家兎の剖険並に肝組織準的所・見

家兎！ ｜ I I 部l 検所見 l組級学的所見I I 一一一備考
番号｜右 胸 腔｜左胸腔｜縦隔 i同l修血 i1:11 血｜細胞浸潤IDie も／i~~~~ntl

黄色クリーム様｜ I I I I I I I 

I yi~id~れ時「 lj;Iプイヨシ峨性隔肋膜に出｜ I IGli~l1~n I I 阻害自；：
吐．蹴虚脱状となIHI液 18cc存血軌を戸む ｜ ＋ ｜ 軽度 ｜氏裂に軽｜柏抜大｜ iし川細胞は

｜す 1= ＇＂＇・｜｜｜皮 I I I~ 
り友而に出血鮎を｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜ ｜潤濁腫脹す

商｜ ｜認む I I ' ' ' ' ' l 円

l黄色クリーム様！ブイヨン様穆i I I !Glisson 
注｜ I i出液 20cc肺｜ z刈 I I 381r~私書昔話会lお雲需品1~；~；；／＊司十｜糊｜球団抑制ず
入｜ ｜癒着殆どなし ｜斑を認む I I I I 
後｜的開：~諒幣｜男性惨峨回1 I -I -I 十 ｜士等蹴｜ I 

｜し肺虚股状となる｜山 I I I I I/'" I＿ー←ー｜

努 144 1 1 1 1 - 1 - 1 + 1~r＼$雌I I 
I l血性湾出液｜ ｜ ｜ l胆嚢防j閤｜ ｜ ｜ 

日 I54）哉褐色膿汁30cc )15α ｜ ｜ E温度 ｜ ＋ ｜に軽度 ｜ ｜ ｜ 

I I I I I !Glisson 1 I I 
死 I55 I苛褐色膿汁50cc ｜穆出液2occ I I + I ｜氏嚢に認J I I 

｜ ｜ ｜｜｜｜む； I I 
亡 I I I I I ! !Glisson I I I 

I 67 I I I ｜中等皮 itl1等皮｜氏震に認｜和搬大｜ ｜ 
｜ ｜｜｜｜｜む｜｜｜

群 l10 I I I ｜軽度｜軽度｜軽度｜獄大せず｜ 十 ｜ 

31プ4ヨン糊出液｜糊プイヨシ｜ I It;部に認I~能量
線維素物質充満 ｜様湾出液充満｜ I I ｜む j 

1黄色クリーム様塊｜ I I I I I . 

: 140 I二両慨す立｜理性濃密刊行rhの時せ｜ I + I I I + I ~ I ｜り表而に黄色斑を｜白誌を認むい｜る穆出波多判 - I I I I 
'3' I ｜認む I I l l I I I 1 

口 I I I I I I !Glisson I 1 I 
日I53 I褐色膿汁50cc I I I 111等皮｜’I’等皮肉嚢放肝！ I i 
元｜ ｜ ｜ ｜ ！ ｜ ｜細胞栄内｜ I l 
亡 I I I I I I !Glisson I I 1 

群 I66 I I I I 十 ｜ 十 l~fiに認l I I 
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る．即ち肝機能の面から考えても急性膿胸に対する治

療としては，徹底的排腹により先す．毒素の吸収を防止

し，且つ肺， 心圧迫による循環障碍を除去することが

第一義である．

第3章膿胸手術後の肝機能の消長

A) 開放l註療法の揚合

結果は表10，ヂ11，表12，図2，図3に一括表示した．

…l 

表10 膿胸家兎排膿t旨2挿入後の B・S・ P.タ「継機能

I I B・S・ P.値

｜位（kg）ーー－I I ιl：八探i I I 
is分 J 10分 I1s分 I20分

正常時I2.5 I 13 
商注入後3日「11 I 
－~i注入後 9 日 nl 2.4 I 4 に~:] 術後 9 日 r1I I 
術後 16日 rI I 

l~tE入~； 3 日~；I ：：~ i ~~ 
商法入後7日nl ・. I 

o I術後 4 日川口｜。

とii

－
 

M陥
引｛
 

ヨ；／｛：7 

0 

0 

3 I商注入後6日日手術 H摘色膿汁加制・

3 i初1良管つまり交換するにlOccの膿汁流Mlす．
2.5 J吸引により黄禍色調濁せる膿汁 Secを富EゆJす．
3 I創｜鋲す．術後105日死亡． 右胸胞内にク 9－ム

I :1 ~膿汁充満す．

s I痕跡｜ 0 

s I痕跡｜痕跡 l
3 1 3 1 3 1商注入後日日fl手術．プ 4ヨン禄膿汁 15cc流出．

s I s i s I排脚づまり交換するに血性膿性側液恥流
' E 出す．

f桁後： 14日 FlI 3.1 I 25 l 13 

市持 1& 7 日 nl 3.1 I 25 I 15 I 13 

常時I 2.7 

3 ｜決白 古市の線維素見lこて扮膿fj~；つまる．抗膿管を
父換す．

術後64日死亡，右胸腔内に友白色クリーム；1~惑臭
3 ｜ある膿汁充満し縦陥ifi;jにも同様の膿汁有：す．左胸

27 

'jjij 後 3 日 fl 2.5 8 3 反白白 ：黄色の壊膿死物質にてお膿'/:ilH~よつまり吸す引するに
4正策色の 奇をmじた i[・ 4cc im/11 

20 I 1s ！術後 6 日 n ：~ . 5 日 3 初・~J襲t名トつまり吸引するに友白色膿汁少it!：流Illす．
1柑 11日日死亡．

。
7 30 I 10 ；刷、

: I… ーいむと叩iこ脚
商法入後 7日

i i 様物質充満す．

2.3 

i的ii:入後3日 2.3 20 ' I 4長跡 0 
日

W-ii ｜ー入f~ 7 日 riiil：入後7日『l手術手術時禍 汁 30ccfi!tHJ. 2.1 JS 5 痕跡 術後］ Ii 与 li\J にて~~亡． 右胸腔H庁内色に竣膿花見． 線維素
れもHU1J・.
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定 常 時

商法入後3日日

2.5 10 

5 I Ul~ I 

。
2.5 15 。

9 

削減7El n I 
商注入後7 日 n 手術，右左手胸術胸腔腔時は晴内癒褐に飛血色に性膿よj汁参り出多1液~毒cc性2c 流

2.3 I 25 I 15 I 5 I i1:1，術後祭日死膿亡， と
なり縦隔制 I~ 汁． c 
を認む．

正 勺＇，・‘I白fJ ’ー 時 2.7 15 5 疾跡 痕跡

商注入後 4日n 2.7 15 15 13 5 
25 

商法入後7日『1 3商ぴ注に入イて後ヨ死7シ日亡綴円，膿手右汁術胸2血0腔c性c内i充参に満l封反す液自.15cc 流fUす． 術後2.6 18 5 痕跡 。 黄色の線維素物質
とプ

表11 膿胸家兎YI：膿~：釘1入後の来事H't荷試険

血 糖 値
家兎番号 体重（kg)

負荷前｜後2川後叫後6川後9ぴ：f;変則
沼紛I而積 備 考

99 140 122 104 100 98 
]£ 時 2.6 

100 146 130 109 100 99 29.0 

菌注入後3日日 2.5 127 161 141 132 130 129 21.6 

58 演注入後7日n 2.4 130 167 159 147 140 £36 40.7 菌投膿入汁後2~日目手術． ~；＂，＇褐
色 cc流出

術後 4 日日 2.4 114 172 166 94 91 90 34.3 

4市iq~ 7 日 n 2.3 84 115 108 101 100 101 37.6 術後1古90日fl死亡，右胸腔内
に 色クリーム様膿汁充満

115 166 137 116 l15 24.7 
正 甘＇＂i• 時｜ 3.0 

103 139 122 105 102 100 19.2 

制入後3日nJ3.0 116 185 160 160 146 119 7.47 

商注入後7日n 2.9 125 188 171 -153 142 140 60.2 商tt:入後7日n手術．

63 術後 4 日 fl 195 115 57.7 

？前後： 7 日 Fl 2.9 121 157 136 127 125 123 22 

術後 10日日 115 154 141 124 122 121 30.3 

術後60日日死ムも様目亡良．膿汁右汁を胸腔内:tilii 後 14日日 2.8 107 159 138 119 ll7 114 39.4 黄色クリー 充満し
縦i>Mifi•li勾に 認む

一
I 88 118 100 89 86 日8 19.G 

IE ’iii" 商 2.2 
97 138 115 97 99 97 14.3 

菌rt入後3日fl 2.0 124 153 147 39.8 

附注入後7日fl 2.2 207 330 310 262 205 185 99.8 商計：入後7日n手術

術後祭日i 2.l 125 186 138 124 125 122 
68 術後 4 日 rl 2.l 110 179 156 141 141 149 76.5 

術~~ 7 日 rl 2.1 115 161 125 124 120 ll9 25.9 

術後 10日日 2.1 99 148 124 ll8 117 ll5 45.6 

術後一 14日 lI 2.1 110 174 135 116 114 116 25.6 

術後 GO日 Fl 1.6 7B 142 122 日7 87 90 れ術後1叩 l死亡右嬬内
· ·＇.•＼＇色クリ ーム様膿汁 す
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2.1 術後 14日 n

2.3 

2.1 

2.1 

｜正常時｜

商法入後3日目｜

商注入後 7日nl

術後翌日

術 q~ 4 日目

術後 7 日 fl

術 1rt10日 n
術後 14日 n
j~q 後 28 日日

47 

"{"j胸腔内にクリーム様膿汁充満

' 

家間1--i体重（kg)I

正常 H寺 2.6 : 

商法入後3日日' 2.4 I 

陥入後7日日｜ 2.3 I 
術後 殺 日I 2.3 
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48 

正常時I 2.1 

商注入後3日日｜ 2.1 

商注入後7日nI 2.0 

術後翌日

術後 4 回目 4 

司

4

戸

包

戸

b

n
u
a
u
z
aU1 

守・A
T

－－－

噌EA

4 14 

16 

3 

13 

5 ｜商注入後7目n手術．

3 

術後5日日死亡. i釘胸腔内にプィ ヨン様膿汁 15cc
11'し癒前を認む．

｜ウロピリ｜ウロヒリミロ ン
ノー ゲンlン ！反 応

｜正常時 3.2 

｜菌注入後3日日 3.1 士 ＋ 一

前注入後7日日 3.0 一

術後 7 日 II 3.0 6 14 13 ＋ 一 一 術後52日死亡．右胸腔
33 

内黄腔色膿に血和l充満縦防御
左胸 性透明液を
認む

f荷 1~ 14日 fl 2.6 7 16 15 ＋ ＋ 士 肝は表〈黄商凹色調凸濁不平とな
り綬 せる腹
7}t 90ccを認む．

図 2

図
I皐噛企

p巳亀有F
E量締官忌杭

即ち B.S. P.排准機能は術後翌日には著明に快復

するが， 4日自には再び悪化し， IO日目頃から再び次

第に快復する．此のことは糖負荷検査に於ても全く同

様な結果が示されたゆ

一方ヨパ1レト及びカドミウム反応では手術翌日では

糊F
1引I I l .. ~ 
:: ：：”｜ ｜スシ仏
l潤｜掛防件~b ／パートー＋

～寸一一～て「～〉どト百一一ー

~一一」~(Ii)

4時五島内

ミ雪盃． 品金 ／ 
由主』島 ノ内
醐蜘由

プ／ ／ 

/. f ／＼ 
自制 1“ 国／； .r・ トーL 、、
同泊目白

h・悶 ./. 
‘＼.. / t-."-.:・・・・・ .. 

...・.~。
＼ ノ ー、、

／ ， 
自舗

v 

－·~ 
• 7 以” ．’“’ ....... '10lt D 4 ’•) 

去／］って多少左方反応陽性皮が強くなり， 4日自に於て

ー旺陽性皮が弱くなるが， B. S. P. 11ド准機能が悪化

するにつれて，此とは少しく遅れて排膿以前よりはそ

の頼度は弱いが再ひ．陽性皮を憎し，題汁分泌がなくな

り，創jの治癒するにつれて正常値に復帰した．
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図 3 

図

当E収瑚』

このことは排膿により毒素による肝実質の障碍は直

らに除去される二，， m切q空内の肢：l ；う：なお充分に消退L， 

ないため血凝の Al,GI比の紗｛復に臼数を要Lた結巣

と考えてよく，父4日目以後の B.S. P.排4土機能悪

化は排3農干」充分による腿汁の残｛？百に加えて排E塁匂tを通

じてJj、界からの混合感染が加わつた Lぶ！〉』:c・

血紫 Al,GI比にも変]!ii」を来してコノずyレト1えびカ vミ

ウム反応も増強したものと思考される．此の際コバ1レ

トlえびカドミウム左方反応の陽性皮が排寝前に比して

軽度である点よれ先g.に我々がP制木簡に於て推定し

た開放療渋に於ける体11そのj＇；、失，開放性気胸の存在に

よる循環障碍等の欠点はJlド｝場台余り大なる因子を演

じているものとは恩われなし、．若し体液ft:失が主なる

因子で、あれば当然 ALGI H:：に更に大なる変動を来し

コパlレトJfziJ、カ vミウム反応が術前より更に増強を来

して然るべきであれ叉組織学的処見から Li'!j ri'rt，出

血等の所見が少く寧ろ脂肪Et三也間質組織＇＞！）巴辺川認
ふられIJ市，心に対する圧迫或は闘放性気胸による循環

障問等の処見が認められないからで、ある．

B) 一次的閉鎖法の場合

結果は表13，事実14，ヂ15，図4，図5に一括表示し

た．

訓k暗J

即ち B.S. P.：排／Ill:機能は術後翌日から次第に快復

し時に多少悪化するものもあるが開放任療法の場合の

如く術前以土になることがないのに反L，糖負荷訴験

では術後翌日には去／Jって一時悪化を示したと恩われる

ものもあれ又容易に正常に復帰せず，斯るものを再．

手術すると膿汁の瀦荏あり，此を徹底的に排除してー

次的閉鎖を行う時は正常値に快復した．

一方コバルト及びカ vミウム反応では開放性療法の

場合と同様手術翌日は却って陽性皮をま寸え，.， 4日以

後l主次第に快復し，そのま L正常値に復帰した．

即ら木耳去に於ては排膿が徹底的であり，開放性療法J

の如く膿汁の残溜，グト界からの混合感染がなしため

に斯る結県を来したものであり，叉糖負荷検査による

手術翌日の悪化は開放性療法に比べて木法が手術的侵

襲の大なるためと考えてよい．組織学的処見に於ても

開放性にmける場合の如~脂肪変性，肝硬変等の処見

は認められ；，胸腔内の炎症の消退が開放tt療法に比

べて極めて速かなることが立証された．

所見概括

以上岡群を比較すると肝宍質機能 (B.S. P. :1)/o)Jlt, 

!'I，~ i~，向 lii!J年）は開放性療法による場合は閉鎖jう具合行っ

た群に比べて，その翌日の仏復IL¥吉川Jにはあるが，そ
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表14 膿胸家兎一次的閉鎖療法後の果糖負荷試験

考体rT¥(kg) 過糖商積 何I
れぬ前｜後2川後州後60'I f炎9付120'I 

106 174 127 99 29.6 
7ふ0抗－ If寺 3.0 

110 145 125 117 104 101 27.1 

59 ｜荷役入後3日fl 3.0 140 199 161 141 141 140 27.6 

認Tr七入後7日日 2.8 105 167 139 139 133 133 67.2 商注入後71HI手術．
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3 ｜術後119日屠殺．

三車旦主L

因 I .m命＇i
I J己為て干

I 温・攻 iii＜札

の後再び低下を来し10日目以後になってよ：•Ji） ：二i主復し

て米るのに反し，閉鎖群では翌日の快復は程度 （時に

は却って一時悪化するものもらり）ながら， そのま与

快復の一路をたどり著明に日fコ収！tll：二快復するこ とが

認められる．

一方コハルト及びカドミウム反応から見たIf］臓間質

山機能lt，何れも手術翌日には一旦陽性皮をま1ーが，

4日以後になると閉鎖決 c:1T、快復の一路をたどるのに

反し，開放f生療法に於ては肝実質の機能低トに伴って

再び陽性皮をi曽し，後10日以後になって次的に1任後し

て来る．此のことは開放性療狭が閉鎖渋に比べて手術

的侵製のfかいためJ 術後翌日の快復は著明であるが排

腿の不充分なため膿汁0妓J留を来L，父排膿管を通じ

て夕ト与↑1，う、らの混今感染を来し7こLため－，ゴ

によ る（私吋をの1ビ失， • ·Q( 'J:.開放性気胸の存tEのための循
環席碍が加ったためとい・・15えられない．此を前』こ確め

るべく次に塁手刺によりま＊臆した胸目室内ヘペニジリ ノ

（以 fP.と記す）を注入したが3 そしi＇＊＇占山 口支l7A表

l7B図6A図6Bに示す如く， 階負荷検査では多少の：

快復をtほめるが B.日.P.排A止機能， コパJレト及びカ
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表17 膿胸家兎．穿刺拐：膿後「べ」注入例

A. 菌注入後7日flに操作ぜる場合の果糖負荷試験

体重 血 糖値 l
過初i而干~~I ｛桁 ~ 

kg 間前後20’後401 後 側 後901後凶｜

115 145 117 115 112 115 10.8 

家兎｜正 iii" 時
114 157 119 112 112 112 15.7 

菌注入後3日fl 132 196 161 133 130 122 31.9 

No 76 I 菌注入後7日Fl 2.8 120 175 163 136 127 ]29 必 oI断！川
「ぺJi1：入 (12cc)

操作後翌日 119 198 HS 129 124 124 42.9 穿車IJ 9cc 

操作後 4日日 2.9 120 175 136 129 117 119 27.2 穿事1J lOcc 

操作後 7日円 Z.7 124 172 141 133 126 127 I 27.l 穿刺 Sec 

血糖

上 11-
過料f而
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時
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値

率

杭

I~~ 日刊日行

同コバルト及びカドミウム反応

-, ~~I Co Cd I B・S .p l尿ウロピl
事；15づJ イ直 リノーゲ

ン反応

1E 11¥' 時 I3.1 6 12 I 。
商法入後翌日 l 1 14 ~ 十

家兎 l菌注入後4日刊 2.9 ! l 16 5 ＋十
商法入後7日「！ 3.0 2 18 8 朴！商法入後7日晴胡膿刊注

入
No 71 I jネf'J'後翌日

一一一 唱一一一一一一
2.9 I -2 18 8 ＋十 穿刺 Sec

iネf'p後 4日日 2.リ -2 18 8 ＋十 穿刺 2.5cc
1~1乍後 7日『l 2.8 -2 18 日 ＋＋ 穿車IJ 2.5cc 
jネf'p後10日fl 2.8 -2 18 8 士 穿車lj ヨλcc
jネf午後14日日 2.8 2 18 8 ＋十 穿車IJ 2.5cc ) ~＇ f'I.佼 35日fl屠殺

B. 菌注注入後4日flにふれせる場合の泉純負荷試験

｜体重 i 血 糖 値 ｜ 

ト一一1竺：（｝仇~ij 函7側後06＇後9ぴ後1 l過現l:1(tj千

！耳：常 H寺 2_6I 110 rn1 111 10s 102 101 I 23_8, 

家兎l I Ti i 102 170 Jl5 l凹 102 102 i 2口

同rJ：入後4日日 2.5 ! 116 167 139 124 120 120 31 1 菌~I：入後4日円割l拐膿
J¥'o 84 I 1←一 一一＿ I「べ」注入

操作後旬日 1 2.3 I 120 137 130 126 124 120 I 1川一下穿刺 lOcc 

操作後 4日「II 2.2 I 124 159 142 136 131 125 I 2fi.4 l抑 j 似

削機 7日rrI 2.2 I 127 陥 132 130 131 129 I IB.4 I~穿ゐぷ~c~4品！説明腔
1 Ii 内クリーム吋汁左胸腔

【門血性i参Ill波法
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l操作後一有伽タリ ーム
稼膿ii-充満

7日目［二P注入を行った場合に比し，作成後4日目に

行ったものにれて多少機能の快復が認められた．要す

るにこのことから一与えても開放性療法に於てその肝機

能が4日目以後悪化するのは排膿不充分による炎症消
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表18 ft良胸家兎， 一次的閉鎖療法時「ペ」注入併用例

穿車lj2.5cc 3日目4cc

穿刺 lee5日『10
（術後町屠殺右両肋膜に癒
mあるも膿汁なし

奇怪
J 

I笥討・入後8日日手術，問時
に「ベ」注入

側j

来事H'l荷試験

', ｜体重！ 血 糖 値 ｜ ｜ 
｜ ！ ｜過結而積l

I : (kg) i間前後20＇後 4ぴ後6ぴ後901後凶｜ I 

: I ! 111 156 143 113 111 110 I 28.5 
兎 同 常 ~ ： 3・0 i 110 149 132 ilO llO 109 I 20.3 

！刑法人後3日刷 2.9 I 157 お8 205 170 164 150 I 51.0 
No 85；菌注入後日日 flI 2.a I 1お ma 159 157 134 132 I 50.1 F翌 日 いよ 151 195 152 叩即 日4.9

術後 4日日 ！ 2.8 ! 141 199 163 151 141 127 ~0.8 

｜術後 7臼日 1 2.9 113 161 凶 116 111 110 I 2a.3 

A) 

家

後 l術後
「II 7 日 n

133 I 106 

135 I 109 

126 I 115 
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61 

コパJレト及びカドミウム反応

一

」

一

種

一

ペ

一

芳

一

ず

一

癒

一

町

一

幹

一

司

一

α

蜘

－

一

η
L

W
且

一

恥

一

∞

仏

肋

一

円

一

日

日

両

ず

一

円

一

日

ぽ

宥

め

一

f

－
匠

E

没
恋

一

四
一
け

M

即

一

口

～

に

一

c
t“
・

司

3
L
l

一

凶

一
2

2

0

川町伊

一仁
人
－
一
例
制
例

制
も
一

除
比
一問

問

川

市

制

き

一

ピ
ゲ
応
一

一

一

一
に
反
一
一
十
十

一

＃

＋

一
一

＋

十

以
リ
ン
一

一

一

一

－

sl
i

－－一・

J
値
一

3

8

一
5

8

5

5

3

一0
3

m

S
分

一

一

一

ト
日

一

一

一

一

引
什
U

i

i

i

4

2

一0
4

8

一
白

一
1

1

1

一1

1

1

1

1

一
1

1

1

7
「
｜
｜
J

I

l

i

l

i－－
－

l
！

－6
1

2

4
1

1

1

1

5

一6
2

2

0

一

－

一
－

－

－

－

一

pu

－

－

一

重

ω一リ－
1

1
一

勺

J

O

A

Z

O

A

一5
3

3

－1
1

2

3

5

一体山一
2

2

2

一2
2

い］

一川1
2
2

戸川
いい
ハ

一

一

1
J
o
s

－

z

一

－

土

寸

t
a

－－一

一

一

引

い

け

一
日

n
n
u
n
一
H

H

H
一

日

日

日

日

日

一

一

リ

1
－
！

日

日

日

日

一

リ

ー

一

！

日

日

日

目

、

一

’

t

p

t

一
命・

n
u
A
U
E

一

そ
t

p

t

一件
－

n

v

A
UZ

一
前

後

後

4

7

1

1

一
常
後
後
一

i

4

7

1

1

一

ん

山

一
後

後

後

後

後

一

，

た

ん

一

後

後

後

後

後

一
正

蹴

蹴

一
術

術

術

術

術

一
足

院

院

一
術

術

術

術

術

号

一

番
一

兎

一

家

一

来
'J 侃I

B) 

72 
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後 B.S. P.排‘mt機能， よ県糖負荷検査（即ち肝実質の俊

樹は極めて速かに且つ強度に』防護するに反し，ヨパ

Jレト及ひ；カドミウム反応では剥Jつってその正常値への

復帰がおくれた．此はおそらくP.の殺菌作用により胸

退が遅れる結果に加えて外界から混合j感染によるもの

と考えてよし．

伊！七閉鎖とJ二二加え』ζ，手術時胸目室内へP.をli：入した

示t;'.-1'.Ltィ）；＇｝＇lHA 表J8n 図 7A 図 7B の~n く なり， ~;j:f 



急性膿胸に対する一次的l!t-J鎖療法に関する研究 65 

専制弔慰吋

仕晶歯暫｜

囚
I＇＂＇叫也
E上耳マ
fil ll ＜吃、・I¥

,, 4 ・・
7 .，竹 山 納 噌η

図

可ア一τ~.. , 

工Co
[ (; 

ill 6SP 

喜話 3 

φ 一’・ 1

“；， ~ 4 , ....句、，，
一 一7 ＂＇・3 ’114) •4 71 

目安内は無菌的となり細菌毒素の中和は速かに行われる

が， F一方胸膜刺投のため胸腔f'JIJ問J\H!'Z •： ノ出l）日々来 し

た Lめ斯る結県全米したものと与λられh・

第4章総括並に結論

以七を概Mすると

i 健常家兎の胸j庄内へ少呈 (1Ccc) の肝油のみを

注入した療はその刺戟により 3 胸目室内に穆仕i性炎症を

来し，ために血凝 Al.GI.比に委主hがおこり， ヨノぐ

Jレトlえびカドミウム左方反応は程度の陽性を示す；）＇.，

肝突質機能には差したる障碍がなく B.S. P. l3Z:広(i

変化を示さない．

ii 併し注入する肝l由の量を憎して胸H室内に強度の

穆出性炎症を起すと同時に，肺，心に対する圧迫症状

が加わったと思われる場合には，ヨパ1レト及びカドミ

ウム左方反応が強度に現われると同時に， B.S. P.反

応も軽度陽性となり，肝実質俊能にも多少の障碍を

来したことが示された．併しこれは直に肝笑質畿能

が障碍されたと考えるより，圧迫による循環障碍，並

びにそれに引続いての肝臓笑質の機能障碍が加わった

と考えたい． B. S. P.反応は肝油注入翌日から直ち

に現れ，それ以後何等その程度のi曽強を示さないし，

叉組織学的検索によって（膿胸時に）著明な穆血を認

めたからである．

iii 肝l由に昔話萄球菌を混じたたものを胸腔内へ注入

して人為的に腿，1~~ .：：，：奇怪せしめるとコバルト及びカド

ミウム左）j反，Sル：川（二;;rr:;t：二l：易刊となると与もにp B・

S. P.排危機能， m知！＇./l機（J@,'J何れもが障碍され， )ff 

＇）~質問声：~,: ）附間口れたことがわかり 3 このことは組織

学的検索によっても立証された．イ旦しコパJレトl土ぴカ

｝＂ミワム 反応が日と 与もに科nをi首すのにFどして B.

s. p，反応では徐入翌日，とぎには3日或は4日目に

於 L注入前より却って機能充進を示すことがある．こ

れは恐ら く外来の侵裂に対する生体の反応のためで、あ

ろう．

何れにしても膿胸時には細菌毒素の吸収により肝突

質機能に障碍が起ると共に~l±l液の瀦管によれ父そ

のため肺，心に対する圧迫による循環障碍も加わって

肝実質機能は勿論，間質機能のあり方を示すと考えら

れるコパJレト及びカドミウム反応も左方反応が陽性と

なる．従って急性腹胸に対する治療としては肝機能の

面のみから考えても毒素の中和と圧迫による循環障碍

の除去， JWち徹底的排臆が必要である．

iv そこで膿胸の治療と して毒素の中和と云う点か

ら考えて，胸腔穿剰と同時 l二二一♂~Jf~P 泊三入を行ったが

結果はコパJレト及びカドミウム反応， B. S. P.糖負

荷試験の何れに於てもあまり好転を認め得なかった．

此は膿汁が膿厚となって穿刺に関難を覚える膿胸作成

綬7日固に？？った与ル，使用Pカ＞fc:’j；二l農疹膝l'iへf行

き互らず， 毒素中和が充分にIll米な ，＇；•· .＞／~ ＂＇めか，膿
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胸作成後4日目に行ったものではコパJレト及びカドミ

ウム反r,t~. B. S. P.反応は依然術前と同様であった

が糠負荷検査では多少好転を示した．

且日ちP使用は早期程効果大で出来れば線維素物質凝

塊の出来ない時期に使用すべきである．

v 開放性療法による排鷲例では術後翌日には B.s. 
P.絡負荷検査では著明に軽快し， 肝実質の機能’l』援

が認められ，コパ1レト及びカドミウム反応も少しく遅

れて術後4日目頃より快復するが，その内何j'L<ll反Pぶ

も再び陽性となり陸瀦溜，豆立は混合感染の起ったこと

が認められた．

vi 然るに一次的閉鎖法を行ったものでは，一般に

は術後日を追って何れの反応も次第に正常に近くな

り，開放性の場合の如三反応が再び増強すると恩われ

るものがなく，術後の膿瀦濯，混合感染が認められな

かった.tこピ時に術後手翌日，何れの反応も軽減しない

のみならず，却って繕強するものがあり，確かに開放性

療淡に比べその手術的侵襲が大であると思われる．叉

家兎Nr.77,Nr.57に見られる如く排1震が不徹底であ

ると再び膿汁の瀦習を来し，肝突質機能の快復が起ら

ず， f皆負荷反応は依然として強湯f生であり，コバルト

及びカドミウム反応の正常値復帰も遅々として進まな

し、

以とから一次的閉鎖渋が開放性に比べて効川のある

理由は徹底的の排膿の混合感染の防止にあ り，開放｜生

気胸の存在，体液の諜失は此の際余り大なる因子をな

していないものと思考される．

、，ii 史に一次的閉鎖手術待にP注入合併用したが肝

揺霊能の快復は速かであり効果が倍加した.tこEコパ1レ

ト及びカドミウム反応は胸膜に対するPO刺戟のため

法制液炎症を強めためか快復が少し遅れた．

viii 以とから胸腔内に'/f$出液の存するとさは， コ

パ1レト」えぴカドミウム反応は陽性となるが，肝突質機

能にさしたる障碍の認め得ない時は， (B. S. P.反応

糟負荷試験陰性） 、それが無菌的のものであり，且つ何

れの反応も陽性であるときはイt膿性ものと考えてよ

い 父急性膿胸に対する療法としては一次的閉鎖療活性

が最も適当で，その際肝機能を検し B.S. P. (1店街負

荷反応が術後谷J,jiこ正常に復帰せず，依然として強場

性である時は手術による膿汁の排除が不徹底であった

Lめに再瀦溜を来したと考えて再手術が必要であ；：•. 

:x..急性腹胸に対して穿刺後PM人を行うには可及的

早期の方がよろしく，時期が遅れて線維素物質の凝塊

を作ったときには効果が余り期待できないものであ

る．

結 音五
回口

我々は実験的に家兎に急性膿胸を惹起せしめその肝

機能を検しその障碍程度を系統的に検すると央Lこ一次

的閉鎖渋が在来の治療浅巳比して良結果を得る原因が

何辺にあるかを検索して次の如き結果を得t：.・

]. 急性膿胸時にはその毒素吸収と穆出液圧迫によ

る循環障碍のため，肝実質機能の障碍は勿論，間質俄

能を現わすと云われるコパYレト及びカドミウム反応に

於ても左方反応、は陽•jl [; I.，＿·示 － j .

2. 急性膿胸の治療としては肝機能の面から見る

と，膿汁の徹底的排除により毒素 o＇）吸収，穆出液圧迫

による循環障碍の速かなる除去が最重要である．

3. 而して比の目的には一次的閉鎖法が最良であ

り，此の際P注入を併用する時は効果が倍加する． 而

して本法が従来の開放性法に比べて良成績を来す最大

の原因は，徹底的排膿と外来からの混合感染の防止にv

あって，体液のま史》，開放性支胸の存在等は余り重要

な因子とはならなし．

4. 叉膿胸治療の目的で穿刺封悶農P注入を行うには

可及的早期なることが必要で，時期の遅れた場合には

余り効；.nかttfl待出来ない．

5. 膿胸治療に限して肝機能の！会合｛主此をその治療

効巣判定の一指標となすことが出来，此の際結負荷反

＇.：~~ ＇ B. S. P. ［／：；~，； ， カドミウム反応の何れも陽性・な

る時H，なお胸腔内に膿汁が存在すると考えてよく再

手術が必要である．此に反してコノサレト及びカドミウ

ム左方反応は陽性であるが B.S. P.反応，糖負荷検

査陰性叉は正常’値へ快復しつ Lある場合は穆出液は無

菌性と考えて穿剥のみを繰T岳山！まよい．
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